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論文内容要旨
緒言
 ヒト頭蓋における顔面の平坦性を表すために工夫された一連の計測を顔面平坦度計測という。
 そのうち前頭骨,鼻骨,頬・上顎骨の平坦性を示すものをそれぞれ,前頭骨平坦示数,鼻骨平坦
 示数,頬上顎骨平坦示数という。これらの平坦示数はいずれも幅(弦長)に対する前方への突出
 度(垂線長)の百分率で表され,数値が小さいほど平坦であり,逆に,数値が大きいほど立体的
 であることを示す。これら3種類の顔面平坦示数は,古人骨を含めた世界各地の地域集団の特徴
 を表す有効な指標の一つとして,多くの日本人研究者の聞で使用されてきた。特に東日本の縄文
 時代人や,その直系の子孫と考えられている北海道アイヌの頭蓋では顔面が立体的であり,平坦
 な顔立ちが一般的な東アジア集団の中では特異なことから,顔面平坦度計測は縄文人の系統的特
 徴をよく表す指標として,これらの集団に関する多くの研究に用いられてきた。しかし,系統関
 係を論じる場合,その形質が時代とともに,どのように変化するのか,また,その変化が何によっ
 て引き起こされているのか,すなわち遺伝に因るものなのかそれとも生活環境に因るものなのか
 という議論が重要だが,顔面平坦度計測では,まだそれらに関する本格的な研究がほとんど行わ
 れていないのが現状である。
目的
 北海道,東北地方,関東地方の住民の頭蓋には,現代でも著しい地域差がみられることから,
 それぞれの顔面平坦度計測において,縄文時代以来各地域でそれがどのように変化してきたのか
 を可能な限り明らかにする。また,それらの地域差,時代変化を軸として分析することによって,
 遺伝的な要因と環境的な要因の関わりの程度を明らかにする。
 資料・方法
 北海道,東北地方,関東地方の縄文時代から現代までの9集団と,西日本弥生人の計10集団
 から抽出された成人男性頭蓋564例を使用した。なお西日本弥生人は弥生時代に朝鮮半島や現在
 の中国に相当する地域から日本列島に渡ってきた移民(渡来人)か,またはその子孫と考えられ
 ている。これらの頭蓋資料の計測データから,前頭骨,鼻骨,頬上顎骨平坦示数を算出したが,
 これらの示数が正規分布に従うことから,1またはWelchの'検定で地域差と時代変化を検討し
 た。また,各平坦示数を構成する弦長,垂線長についても同様の分析を行い,さらにこれら6項
 目に基づく集団間マハラノビスの距離を求めた。
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 結果・考察
 北海道集団は前頭骨,鼻骨が立体的であることか再確認され,またいずれの平坦示数において
 も縄文時代から近世までほとんど大きな変化が無いことが示された。一方,東北地方や関東地方
 の集団では縄文時代から古墳時代にかけて平坦さが著明に増加する変化が認められた。この平坦
 性の増加は渡来人の遺伝的な影響である可能性かすでに指摘されているが,本研究においても顔
 面骨に著しい平坦性が認められる西日本弥生人と東北地方や関東地方の古墳時代人の類似性が認
 められた。しかし,移民の流入が一段落ついたと考えられている古墳時代以後,東北地方や関東
 地方では,顔面が再び立体的になる傾向がみられ,特に江戸時代から現代にかけてこの変化が顕
 著に認められた。前頭骨や頬上顎骨の平坦示数では東北地方や関東地方の現代人が東日本の縄文
 人や北海道アイヌと同等か,むしろそれより立体的な傾向を示すなど,系統とは無関係と思われ
 る変化が認められた。
 これらの平坦示数を構成する弦長,垂線長を個々に検討すると,鼻骨垂線長では大きな値を示
 すグループと,小さな値を示すグループが明瞭に識別され,前者は一一般に縄文系と考えられてい
 る集団と一致していた。一方,前頭骨,鼻骨,頬ヒ顎骨の各弦長では,時代が新しくなるにつれ
 て,すべての地域に共通して減少する傾向が認められた。関東地方住民の一般的な頭蓋計測にお
 ける時代変化では,時代が新しくなるにつれて幅に関する項目に減少傾向がみられ,それが咀嚼
 量の減少といった環境要因によって引き起こされている可能性が指摘されているが,弦長もまた
 顔面の幅に関する計測項目であり,同様の要因によって減少が引き起こされている可能性がある。
 また,東北地方や関東地方では,各弦長の減少とともに各垂線長の増加が認められた。特に前頭
 骨や頬一ヒ顎骨垂線長では江戸時代から現代という短期間に系統間の差を超えるような大きい変化
 が認められることから,これらの変化もまた環境要因によって引き起こされている可能性が示唆
 された。
まとめ
 各顔面平坦度計測の弦長や垂線長における時代変化をみると,その変化が比較的軽微である鼻
 骨垂線長に系統を反映している可能性が示されたが,全体的にはすべての地域に共通した一定の
 方向性が認められ,この変化が環境要因によって引き起こされている可能性が示唆された。これ
 らの弦長や垂線長にみられた変化が,古墳時代以後の東北地方や関東地方の系統とは無関係にみ
 える顔面平坦示数の時代変化に反映されていた可能性が高い。すなわち,顔面平坦度には遺伝要
 因だけでなく,環境要因も大きく反映されている可能性が示され,顔面平坦度による系統研究の
 難しさの一端が示唆された。今後,顔面平坦度による系統研究を行う場合,環境に起因すると考
 えられる時代変化も考慮する必要がある。
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 審査結果の要旨
 ヒト頭蓋における顔面の平坦性を表す顔面平坦度計測は古人骨を含め,世界の様々な地域集団
 の特徴を示す効果的な指標の一つと考えられている。顔面平坦度計測にはいくつかの方法がある
 が,日本では山口敏によって1973年に提唱された前頭骨,鼻骨,頬上顎骨の3つの顔面平坦示
 数が一般に使用されている。
 平坦な顔立ちが一般的な東アジア集団の中で,日本列島の縄文時代人やその直系の子孫と考え
 られている北海道アイヌの頭蓋は,顔面が立体的であるという特異な形態を示すことが知られて
 いる。系統関係を論じる場合,その形質が遺伝に因るものであることが前提となるが,顔面平坦
 度計測では未だそれが遺伝に因るものなのか,それとも食事や生業などの環境によるものなのか
 という議論がほとんど行われていない。そこで本研究ではまず,今日でも比較的大きな地域差が
 みられる北海道,東北,関東地方住民の顔面平坦度が縄文時代以来,それぞれの地域でどのよう
 に変化してきたのかを詳細に調査し,これらの地域差と時代変化から遺伝要因と環境要因がそれ
 ぞれどの程度関わっているのかを検討した。
 資料には北海道,東北地方,関東地方の縄文時代から現代までの9集団と,西日本弥生人の計
 10集団から抽出された成人男性頭蓋564例を使用した。これらの頭蓋資料の計測データから,
 前頭骨,鼻骨,頬上顎骨平坦示数を算出し,地域差と時代変化を検討した。また,各平坦示数を
 構成する弦長や垂線長についても同様の分析を行い,さらにこれら6項目に基づく集団間のマハ
 ラノビス距離を求めた。
 その結果,全ての平坦示数において北海道では縄文時代から近世までほとんど変化がみられな
 かったが,関東地方や東北地方では縄文時代から古墳時代にかけて著しく平坦性が増し,その後
 再び立体的になるという時代変化が認められた。東北地方や関東地方において縄文時代から古墳
 時代にかけてみられた時代変化は先行研究によって遺伝要因の関与が指摘されているが,古墳時
 代より後の時代変化には環境要因も大きく関わっていることが明らかになった。また,各弦長や
 垂線長の時代変化では一部に系統が反映されている可能性が示されたものの,全体的には北海道
 を含むすべての地域に共通した一定方向の時代変化が認められ,それらが環境要因によって引き
 起こされた可能性が示された。
 このように,顔面平坦度には遺伝要因だけでなく,環境要因も大きく反映されていることが示
 されたが,これらの知見は今後の顔面平坦度による系統研究を進める上で極めて重要である。よっ
 て本論文は博士の学位に値する。
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